
カカメメララレレポポーートト
ども農山漁村交流プロジェクト始動
刈谷市の児童が農林自然体験

子手への思いやりを再確認
デートDV講座を開催

相

　毎月15日号は、市民のみなさんに季節の話題や
出来事などを主にお伝えしています。

みなさんの笑顔をお届けします…

印刷／高山印刷株式会社

《7月3日》 《7月1～3日》
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コ
ン
セ
プ
ト
は「
空
」

　
「
空
に
浮
か
ぶ
雄
大
な
山
岳
景
観
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
場
」、「
エ
ア
パ
ー
ク
を
活

用
し
た
空
と
ふ
れ
あ
い
の
場
」、「
芝
生
の

緑
、
空
の
青
、
広
さ
を
体
感
し
、
ス
ポ
ー

ツ
が
楽
し
め
る
場
」と
な
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
、
健
康
器
具
や
あ
ず
ま
や

を
設
置
し
た
ほ
か
、
広
大
な
駐
車
場
も
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
い
芝
生
広
場
で
は
、
ボ
ー
ル
遊
び
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
思
い
っ
き
り
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
天
気
の
い

い
夜
は
、
絶
好
の
星
空
観
察
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
芝
生
と
空
に
囲
ま
れ
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
近
く

に
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
場
も
あ
り

ま
す
。

問
合
先
都
市
整
備
課

35-

3
1
7
6

利用者の声
「とっても広々としてい
るから開放的な気分に
なれます」
「天気のいい日は芝生広
場でゴロンと。子ども
ものびのびしています」
「エアパークでセスナが
見れたのでうれしかっ
たです」

　全国50のモデル地区で本年度から始まった「子ども農山
漁村交流プロジェクト」（農林水産省、文部科学省、総務
省が連携し推進）が全国に先駆けて高山市で行われ、小高
原小学校（刈谷市）101人が一之宮地域などを訪れました。
　子どもたちは、魚のつかみどりやマイはしづくり、り
んごの摘果にチャレンジ。夜は宿オーナーと飛騨弁講座
や星空ウォッチングなど「ふれあいタイム」に花咲かせ、
交流が深まりました。

　夏休みを前に男女交際のあり方やコミュニケー
ションの仕方を学ぼうと「 デートDV講座」が飛
驒高山高校（山田校舎）で開催されました。
　講師の増尾佳代子さん他3名（NPO法人手をつ
なぐおんなたちの会）は、デートDVの寸劇を交
えながら、相手を尊重することの大切さを講演。
　生徒は、熱心に聞き入っていました。
※婚姻関係にない男女間での暴力行為

※

シリーズ
合併記念公園②

12

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ひ
ろ
野
（
丹
生
川
）

　

平
成
17
年
2
月
の
合
併
を
記
念
し
、
市
で
は
市
内
5
ヶ
所
で
合
併
記
念
公
園
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
完
成
は
今
年
度
末
の
予
定
で
す
が
、
す
で
に
一
部
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

住 　所：丹生川町細越
アクセス：丹生川支所から
　　　　 車で3分
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丹生川支所

飛驒エアパーク
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